
No. 114

14 -1st- 19
18 -2nd- 6
17 -3rd- 9
18 -4th- 13
-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 31 3 10 2 3 4 * 22 2 7 2

3 0 1 1 3 5 * 2 0 1 0
- - - - - 6 * 8 2 1 0
- - - - - 7 * 13 2 3 1

* 6 1 1 1 1 8 0 0 0 0
* 17 0 7 3 3 9 * 2 0 1 0
* 0 0 0 0 2 10 - - - -
* 10 0 4 2 2 11 - - - -

- - - - - 12 - - - -
- - - - - 13 - - - -
- - - - - 14 - - - -
0 0 0 0 0 15 0 0 0 0
- - - - - 16 - - - -
- - - - - 17 - - - -
- - - - - 18 0 0 0 0

67 4 23 9 14 47 6 13 3
S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール3ポイントシュート 2ポイントシュート

20

FT:

合計合計

スターター

コーチ高瀨 俊也 山口 亮

大会名称：

開催場所：

試合区分：

関東中学校バスケットボール大会
第38回

船橋市総合体育館 Ｂコート

男子 ３回戦

榮 啓太
碇屋 主税

鈴木 夕介
諏訪 瑛勇

松延 黎

佐藤 昴

前田 瑞樹

5

コーチ

加藤 誠也
松本 一志
大原 康嗣

15

木村 晃大
若尾 隼

3
4松村 慎吾

山崎 尚也
NO.

(東京都)

実践学園

F選手名

服部 快

選手名

酒井 勇樹
矢口 悠哉

春日部●

47
(埼玉県)

両チームともに全国大会出場をかけた譲れない一戦。立ち上がり、実践学園中はハーフコート
マンツーマンＤｅｆ、春日部中は３－２ゾーンＤｅｆでスタート。両チームとも一進一退の攻防が続く
が、春日部中が２－２－１ゾーンプレスＤｅｆからの素早い攻撃と＃４山崎のドライブインを中心に
得点し、第１Ｐを５点差の１４－１９で終える。第２Ｐに入り、実践学園中はパス回しから＃９佐藤の
ポストプレイを中心に攻め始め、徐々に点差を縮める。そして、実践学園中＃４酒井が得点を重
ね、残り２分に逆転し、第２Ｐを３２－２５で終える。
後半に入り、実践学園中は第２Ｐに引き続き、ポストプレイとアウトサイドからのドライブインで得
点し引き離しにかかる。一方、春日部中は実践学園中の１－３－１ゾーンＤｅｆをうまく攻めることが
できず、第３Ｐは実践学園中が１５点のリードで終える。第４Ｐ、春日部中は点差を詰めるため、厳
しいＤｅｆから速攻を試みるが、得点にはつながらない。逆に実践学園中は＃１１鈴木が上手く攻
撃に絡み、リズムを崩すことなく試合を終え、全国大会への切符を手にした。
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伊藤 郁也

米澤 佑真

倉林 斗志也

髙橋 駿太塚本 晟

14

期 日： 2008(H20)年8月8日 (金)

開始時間： 16:10

11

○

67

関根 美貴
角田 大輝

8
9
10

12
13
目時 弘尊

安藤 千弘

川畑 俊保

関根 和真
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-

-

-

-
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-

三上 泰世 2
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-
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0川畑 裕保


